
議会だより議会だより
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11月臨時会・議会活性化特別委員会からのお知らせ11月臨時会・議会活性化特別委員会からのお知らせ 2p2p
コロナ補正予算 可決　12月定例会コロナ補正予算 可決　12月定例会 3p ～ 4p3p ～ 4p
　　町政ズバリ聞く（一般質問）　　町政ズバリ聞く（一般質問） 5p ～ 12p5p ～ 12p
　　インタビュー（山本遥斗さん）　　インタビュー（山本遥斗さん） 13p13p

11月臨時会・議会活性化特別委員会からのお知らせ 2p
コロナ補正予算 可決　12月定例会 3p ～ 4p
　　町政ズバリ聞く（一般質問） 5p ～ 12p
　　インタビュー（山本遥斗さん） 13p

＝出初式＝
出初式での力強い行進
普段の鍛錬で、住民の生命と
財産を守る



第110号（2）宇治田原町議会だより 第110号 宇治田原町議会だより（3）2022（令和４）年２月 2022（令和４）年２月

臨
時
会

定
例
会

令和３年 11 月臨時会は 11 月 18 日に招集され、会期を１日とし、

教育長、教育委員の任命について審議し可決した。

また、特別職の給与、議会議員の報酬に関する各条例の一部を改正

する条例を、全会一致で可決した。

令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
６
日
か
ら
20
日
ま

で
開
催
し
、
予
算
関
係
５
件
（
補
正
予
算
）、
条
例
関

係
１
件
、
一
般
議
案
４
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
通
り
可

決
し
た
。ま
た
一
般
質
問
に
は
７
人
の
議
員
が
立
っ
た
。

２月14日
ハートウォーミング
webサミット開催

３月12日
中学生議会開催

　町議会本会議場で中学生が、議員
に対して質問を行う形で進行しま
す。
　本町のまちづくりなどに興味があ
る中学生の方、参加をお待ちしてお
ります。

11月
臨時会

12月
定例会

コロナ補正予算 可決
子育て世帯への臨時特別給付金事業費
自 宅 療 養 者 支 援 事 業 費 等

予

算

特

別

委

員

会

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
対
策
事
業
費
に

つ
い
て
、
本
町
の
集
団
接
種

は
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
で
あ
っ
た

が
、
３
回
目
は
ど
う
か
。
ま

た
、
２
回
目
接
種
後
８
か
月

の
予
定
を
６
か
月
に
前
倒
し

と
の
報
道
が
あ
る
が
。

答　

現
在
の
試
案
で
は
フ
ァ

イ
ザ
ー
製
が
半
分
、
モ
デ
ル

ナ
製
が
半
分
と
示
さ
れ
て
お

り
、
実
施
時
点
で
供
給
の
ワ

ク
チ
ン
を
使
用
す
る
方
向
で

あ
る
。
接
種
時
期
は
、
今
後

の
動
向
を
見
定
め
、
で
き
る

だ
け
早
く
準
備
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問

自
宅
療
養
者
へ
の
支
援

は
１
人
１
回
と
あ
る
が
、
療

養
が
長
引
い
た
場
合
の
対
応

な
ど
は
。
ま
た
、
事
業
の
周

知
と
、
府
と
の
連
携
は
。

答　

事
業
は
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
予
定
で
、
必
要
な

場
合
は
協
議
会
が
実
施
し
て

い
る
買
い
物
支
援
等
の
利
用

も
想
定
し
て
い
る
。
事
業
の

周
知
は
、
町
Ｈ
Ｐ
や
広
報
紙

を
予
定
し
、
府
と
も
情
報
共

有
可
能
な
も
の
は
行
い
、
連

携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
の
支
給
時
期
は
。

ま
た
、
現
金
で
の
一
括
給
付

な
の
か
。

答　

９
月
分
の
児
童
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
12

月
27
日
に
10
万
円
で
振
り
込

み
を
予
定
し
て
お
り
、
申
請

が
必
要
な
方
は
１
月
４
日
か

ら
受
付
を
開
始
し
た
い
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
66
号
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
体
制
の
確

保
︵
３
回
目
の
追
加
接

種
︶や
自
宅
療
養
者
へ
の

食
料
等
の
配
送
︑
子
育

て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
︵
５
万
円
の
現

金
給
付
︶
な
ど
を
追
加

す
る
も
の
︒

一
般
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
75
号
）

　

住
民
税
非
課
税
世

帯
等
に
対
し
て
︑
１
世

帯
あ
た
り
10
万
円
の
現

金
を
支
給
す
る
費
用

と
︑
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
を
︑

さ
ら
に
５
万
円
追
加
し

て
支
給
す
る
も
の
︒

コ
ロ
ナ
感
染
症
自
宅
療
養
者

へ
の
支
援
の
周
知
を

３
回
目
接
種
の

ワ
ク
チ
ン
は

人
事
案
件

教
育
委
員
の
任
命
同
意

教
育
長
の
任
命
同
意

令
和
３
年
11
月
26
日
~

令
和
7
年
11
月
25
日

令
和
３
年
11
月
26
日
~

令
和
6
年
11
月
25
日

播
磨
幸
博
氏

奥
村
博
已
氏

︵
緑
苑
坂
︶

責
任
を
果
た
し
て
い
な
い

今
西
利
行
議
員

反
対
討
論

子
ど
も
た
ち
や
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ

て
、
重
要
な
問
題
で
あ
る
学
校
施
設
を

ど
う
す
る
か
、
説
明
も
意
見
聴
取
も
不

十
分
で
あ
る
。
住
民
議
論
も
な
い
ま
ま
、

一
体
型
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
お

り
、
教
育
行
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
の
教

育
長
の
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
。

任
期

任
期

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

種
別議案番号 議 案 名 と 内 容

賛
成
討
論

反
対
討
論

結　

果

浅　

田

原　

田

宇
佐
美

山　

本

山　

内

上　

野

藤　

本

森　

山

馬　

場

榎　

木

今　

西

人
事

議案
第 64 号 宇治田原町教育委員会教育長の任命について（奥村博已氏） ✓同

意〇〇〇●〇〇〇〇〇〇●

議案
第 65 号 宇治田原町教育委員会委員の任命について（播磨幸博氏） 同

意〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

条
例
改
正

議案
第 62 号

特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改正
する条例を制定するについて

（人事院勧告に基づく期末手当の改正、3.35 月→ 3.25 月）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第 63 号

宇治田原町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例を制定するについて

（人事院勧告に基づく期末手当の改正、3.35 月→ 3.25 月）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

◎谷口議長は賛否同数以外は表決に加わりません

11月臨時会議決のあらましと表決結果 [ 〇賛成・●反対・▲退席・―欠席・△除斥 ]

　「ハートのまち」を自称する自治体議会がリ
モート会議を行ない、３町の「ハートのまち」
に対する取り組み、各まちの特産品を紹介す
るなど交流を深める企画を計画しています。
 ホスト　宇治田原町議会
参加議会
京都府 大山崎町議会　兵庫県 神河町議会

子
育
て
世
帯
へ
の

支
給
は
一
括
支
給
か

和
束
町
で
捕
獲
さ
れ
た
熊
の
措
置

に
関
す
る
意
見
書
︵
要
旨
︶

　
令
和
3
年
12
月
12
日
に
和
束
町
湯
船
地
区
で
捕
獲

さ
れ
た
熊
（
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
）
の
措
置
に
つ
い
て
、「
基

本
は
捕
獲
さ
れ
た
自
治
体
内
で
人
家
か
ら
離
れ
た
場

所
に
放
す
。」
と
の
京
都
府
の
コ
メ
ン
ト
が
、
新
聞
報

道
に
あ
っ
た
。

　

京
都
府
南
部
地
域
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
生
息
地
域

と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
和
束
町
に
隣
接
す
る
本
町
で
も

今
回
の
捕
獲
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
て
い
る
。

　
京
都
府
に
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
勘
案
し
、
捕

獲
さ
れ
た
熊
の
措
置
に
つ
い
て
、地
域
住
民
の
不
安
と

な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま
た
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
る
。

　
令
和
３
年
12
月
17
日　
　
　
　
宇
治
田
原
町
議
会

自宅療養者支援品（イメージ）



第110号（4）宇治田原町議会だより 第110号 宇治田原町議会だより（5）2022（令和４）年２月 2022（令和４）年２月

定 

例 

会

解
体
途
上
で
補
正
等

の
可
能
性
は

旧
役
場
庁
舎
解
体
工
事

請
負
契
約
の
締
結

（
議
案
第
72
号
）

総
務
建
設
常
任
委
員
会

問　

解
体
工
事
に
よ
る
ア

ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
、
解
体

す
る
中
で
補
正
等
の
可
能
性

は
。

答　

設
計
委
託
し
た
調
査
で

は
20
カ
所
の
内
、
８
カ
所
に

ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
撤
去
や
処
分
費
用

も
今
回
の
工
事
費
に
計
上
さ

れ
て
お
り
、
工
事
に
変
更
は

つ
き
も
の
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
大
き
な
変
更
に

は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

問　

補
正
予
算
計
上
額
で
あ

る
１
億
５
、
０
０
０
万
円
に

対
し
て
、
半
額
以
下
の
６
、

７
９
８
万
円
で
の
落
札
で

あ
っ
た
が
、
予
算
の
組
み
方

は
。

答　

補
正
予
算
を
計
上
す
る

際
に
、
早
く
解
体
を
と
の
言

葉
も
い
た
だ
く
中
、
ア
ス
ベ

ス
ト
調
査
を
行
っ
た
20
カ
所

す
べ
て
に
含
ま
れ
て
い
る
と

い
う
最
大
数
値
で
見
込
む
な

ど
概
算
工
事
費
で
計
上
を
行

い
、
そ
の
後
に
設
計
が
仕
上

が
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な

結
果
に
な
っ
た
。

旧
役
場
解
体
工
事
請
負

契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

手
続
き
は
以
前
と同様

か

問　

城
南
衛
生
管
理
組
合
の

長
谷
山
工
場
へ
の
給
水
時
の

手
続
き
と
同
様
の
内
容
で
、

城
陽
市
議
会
で
も
議
決
さ

れ
、
こ
ち
ら
も
同
じ
よ
う
に

議
決
す
る
の
か
。

答　

手
続
き
は
以
前
と
同
様

で
あ
り
、
直
近
で
は
平
成
30

年
６
月
議
会
に
お
い
て
、
ネ

ク
ス
コ
へ
の
給
水
に
つ
い
て

も
同
様
の
手
続
き
、
協
議
を

行
っ
て
い
る
。

解体される旧庁舎

公
の
施
設
の
区
域
外

利
用
に
係
る
協
議

（
議
案
第
74
号
）

新
名
神
高
速
道
路
（
仮

称
）
宇
治
田
原
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
建
設
予

定
の
物
流
施
設
へ
の
給
水

に
つ
い
て
、
所
在
が
城
陽

市
域
と
な
る
こ
と
か
ら
地

方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

協
議
す
る
も
の
。

12月定例会議決のあらましと表決結果
種
別議案番号 議 案 名 と 内 容

賛
成
討
論

反
対
討
論

結　

果

浅　

田

原　

田

宇
佐
美

山　

本

山　

内

上　

野

藤　

本

森　

山

馬　

場

榎　

木

今　

西
意
見
書

意見書
第２号 和束町で捕獲された熊の措置に関する意見書について 可

決〇〇〇〇〇〇〇 〇〇〇

予　
　
　

算

議案
第66号

令和 3 年度一般会計補正予算（第 3 号）
（子育て世帯への臨時特別給付金事業費等の追加）
【1 億 7,979 万 9 千円の追加】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第67号

令和 3 年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算
（第 1 号）（人事異動等に伴う職員人件費等の減額・追加）
【76 万 7 千円の減額】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第68号

令和 3 年度介護保険特別会計補正予算（第 2 号）
（人事異動等に伴う職員人件費の減額）
【235 万 1 千円の減額】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第69号

令和 3 年度水道事業会計補正予算（第 1 号）
（人事異動等に伴う職員人件費の減額・追加）
【収益的支出 510 万 6 千円の減額】
【資本的支出 20 万円の追加】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第75号

令和 3 年度一般会計補正予算（第 4 号）
（住民税非課税世帯等への臨時特別給付金事業費等の追加）
【1 億 8,550 万 5 千円の追加】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

条
例
改
正

議案
第70号

宇治田原町国民健康保険条例の一部を改正する条例を制定するについて
（産科医療補償制度の見直しに伴う制度改正）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

そ
の
他

議案
第71号

町道路線の認定について
（大字岩山地内、町道宇治田原工業団地線の認定）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第72号

宇治田原町旧役場庁舎解体工事請負契約の締結について
【契約金額 6,798 万円】

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第73号

宇治田原町営土地改良事業（令和３年災害復旧事業）の実施について
（土地改良法に基づく議会の議決）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

議案
第74号

公の施設の区域外利用に係る協議について
（城陽市への区域外給水協議に係る議会の議決）

可
決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

[ 〇賛成・●反対・▲退席・―欠席・△除斥 ]

◎谷口議長は賛否同数以外は表決に加わりません

一
般
質
問

一般
質問
ズバリ！
町政を問う

傍聴のご案内
宇治田原町議会を傍聴しませんか。傍聴券は本会議・委員会当日に町

役場３階議会事務局で発行致します。議会の日程などはホームページ
（http://www.town.ujitawara.kyoto.jp）をご覧いただくか、議会事務局
（☎ 88‐6641）までお問い合わせください 。

質問者 質問事項

1 山内実貴子
（6p）

1. 乳幼児健診の充実
2. 公共施設の整備と利活用
3. デジタル社会へ向けての支援

2 今西利行
（7p）

1. 小中学校施設一体型
2. くつわ池問題
3. 重大事件のその後の取り組み

3 森山高広
（8p）

1. 大人の勉強の重要性と自習サポー
　トの導入

12月9日

質問者 質問事項

4 宇佐美まり
（9p）

1. 外国人児童生徒への支援
2. 防災・安全教育

5 浅田晃弘
（10p） 1. 健やかに安心して暮らせるまち

6 山本　精
（11p）

1. 開発問題
2. 教育問題

7 原田周一
（12p）

1. 脱炭素社会に向けた本町の取り組み
2. 心のケア・自殺防止対策

一般質問とは、議員が行政全般にわたって執行機関である町に対し、
事務の執行状況や方針などを質問します。

主な内容について、各議員の要約原稿を掲載しています。

※12月定例会の一般質問よりインターネットによる録画配信を予定しておりましたが、システムに
　不具合が発生したため、配信は中止とし、3 月定例会からの実施予定としています。

議会の日程は
こちらから
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一
般
質
問

一
般
質
問

天体観察スポットにも（西ノ山展望広場）

【
答
】開
か
れ
た
庁
舎
へ
広
く
周
知
を
図
る

【
答
】関
係
各
課
と
連
携
し
支
援
を
行
う

役
場
庁
舎
多
目
的
室
の
活
用
周
知
は

デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
向
け
高
齢
者
支
援
を

【
質　

問
】

子
ど
も
の
視
力
の
発
達

は
、
６
歳
ま
で
と
言
わ
れ
、

そ
れ
ま
で
に
異
常
を
発
見
す

る
こ
と
で
適
切
な
治
療
に
つ

な
げ
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
３

歳
児
健
診
で
の
視
覚
検
査
の

手
法
は
。

【
答
弁
（
子
育
て
支
援
課
長
）】

ラ
ン
ド
ル
ト
環
で
の
視
力

検
査
と
、
最
新
機
器
を
使
用

【
質　

問
】

庁
舎
の
多
目
的
室
を
利
用

し
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

が
、
手
作
り
作
品
展
を
行
い

華
や
い
で
い
た
。
今
後
も
、

住
民
が
親
し
み
を
も
っ
て
活

用
で
き
る
体
制
と
周
知
が
必

要
で
は
。

【
答
弁
（
総
務
課
長
）】

役
場
庁
舎
の
コ
ン
セ
プ
ト

「
住
民
参
加
・
住
民
交
流
を

促
進
す
る
開
か
れ
た
庁
舎
」

し
た
屈
折
検
査
で
、
視
覚
に

係
る
異
常
の
早
期
発
見
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

【
質　

問
】

子
ど
も
の
発
達
障
が
い

は
、
早
期
発
見
・
診
断
に
よ

り
適
切
な
医
療
や
、
特
性
に

応
じ
た
療
育
を
受
け
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
が
、

本
町
で
の
支
援
体
制
は
。

【
答
弁
（
子
育
て
支
援
課
長
）】

発
達
相
談
を
行
い
、
検
査

の
結
果
に
応
じ
て
専
門
医
療

機
関
や
本
町
の
療
育
教
室
へ

つ
な
ぐ
な
ど
、
一
人
ひ
と
り

の
課
題
に
応
じ
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

の
実
現
に
向
け
、
多
目
的
室

利
用
を
広
く
周
知
す
る
。

【
質　

問
】

西
ノ
山
展
望
広
場
は
、
昼

間
は
茶
畑
の
緑
に
癒
さ
れ
、

夜
は
星
空
な
ど
を
見
る
天
体

観
察
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
夢

の
あ
る
設
定
も
考
え
ら
れ
る

が
、
今
後
の
整
備
、
展
開
は
。

【
答
弁
（
副
町
長
）】

現
在
、
公
衆
ト
イ
レ
の
整

備
を
進
め
て
い
る
。
町
内
外

か
ら
多
く
の
利
用
も
見
込
ま

れ
る
中
、
夢
が
見
ら
れ
る
、

語
れ
る
観
光
施
設
、
ま
た
憩

い
の
広
場
と
な
る
よ
う
努
め

た
い
。

議員

山 内 実 貴 子

３
歳
児
健
診
で
の
視
覚
検
査
の
手
法
は

３
歳
児
健
診
で
の
視
覚
検
査
の
手
法
は

【
答
】最
新
機
器
を
使
用
し
屈
折
検
査
も
行
う

視覚検査の最新機器
スポットピジョンスクリーナー

【
質　

問
】

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向
け
、

高
齢
者
へ
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
通
し
て
の
支
援
を
。

【
答
弁
（
健
康
福
祉
担
当
理
事
）】

各
種
事
業
の
活
用
等
、
関

係
各
課
と
連
携
し
、
高
齢
者

支
援
を
行
う
。

【
質　

問
】

デ
ジ
タ
ル
社
会
と
言
っ
て

も
、
人
と
人
の
絆
が
大
切
と

考
え
る
が
。

【
答
弁
（
町
長
）】

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
る
方

が
な
い
よ
う
、
お
手
伝
い
で

き
る
行
政
運
営
に
努
め
た
い
。

町
指
定
文
化
財
で
あ
る

両
小
学
校
の
校
門

【
質　

問
】

　

小
中
学
校
施
設
一
体
型
計

画
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
署

名
は
２
千
筆
を
超
え
た
。
住

民
合
意
が
な
い
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
情
報
提
供
の
た
め

の
広
報
も
発
行
せ
ず
、
何
が

熟
議
・
協
議
か
。
そ
ん
な
こ

と
で
ど
う
し
て
合
意
が
得
ら

れ
て
い
る
と
言
え
る
の
か
。

【
答
弁
（
教
育
次
長
）】

見
解
の
相
違
で
あ
る
。
広

報
は
コ
ロ
ナ
禍
で
協
議
が
進

ま
ず
、発
行
で
き
て
い
な
い
。

【
質　

問
】

く
つ
わ
池
は
、
町
文
化
財

百
選
に
も
選
ば
れ
た
貴
重
な

文
化
遺
産
で
あ
る
。
文
化
財

保
護
条
例
に
は
町
の
責
務
と

し
て
「
文
化
財
の
保
存
・
活

用
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う

必
要
な
施
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
教

育
長
は
、
く
つ
わ
池
の
埋
立

て
に
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

【
答
弁
（
教
育
長
） 

】

く
つ
わ
池
は
、
歴
史
あ
る

文
化
遺
産
と
認
識
し
て
い
る

が
、
埋
立
て
は
地
元
か
ら
の

要
望
に
基
づ
き
協
議
の
上
決

【
質　

問
】

本
町
幹
部
職
員
に
よ
る
談

合
・
収
賄
事
件
か
ら
１
年

経
過
し
た
。
町
長
の
一
番
の

公
約
で
あ
っ
た
住
民
の
信
頼

回
復
は
ど
の
程
度
で
き
た
の

か
。

【
答
弁
（
町
長
）】

信
頼
回
復
に
は
時
間
と
努

力
が
必
要
で
あ
る
。
職
員
一

人
ひ
と
り
が
親
切
丁
寧
に
真

心
を
持
っ
て
職
務
に
専
念
し
、

不
断
の
努
力
を
積
み
重
ね
て

い
く
。

【
答
】町
は
側
面
的
支
援
を
行
う

【
答
】圧
力
な
ど
一
切
な
い

く
つ
わ
池
の
安
全
対
策
は

議
員
へ
の
圧
力
で
は【

質　

問
】

３
月
の
予
算
特
別
委
員
会

の
総
括
質
疑
で
通
告
を
し
た

が
、
私
に
対
し
、
町
長
・
副

町
長
は
「
く
つ
わ
池
の
安
全

対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
」
と
強
く
迫
っ
た
。
質
問

を
さ
せ
な
い
圧
力
に
感
じ
た

が
、
議
員
の
質
問
に
、
事
前

に
圧
力
を
か
け
る
な
ど
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
の
で
は
。

【
答
弁
（
町
長
）】

私
と
し
て
は
、
議
員
に
圧

力
を
か
け
た
こ
と
な
ど
一
切

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

【
質　

問
】

町
長
は
、
池
が
決
壊
す
れ

ば
、
人
命
の
被
害
も
想
定
さ

れ
る
と
の
懸
念
を
示
し
た
。

人
命
を
守
る
立
場
で
、
早
急

に
郷
之
口
生
産
森
林
組
合
と

協
議
し
助
言
す
べ
き
で
は
。

【
答
弁
（
産
業
観
光
課
長
）】

組
合
か
ら
池
の
指
定
管
理

物
件
の
要
請
断
念
の
申
し
出

が
あ
り
、
池
の
管
理
、
安
全

対
策
は
同
組
合
が
実
施
す

る
。
町
は
、
ソ
フ
ト
対
策
の

助
言
な
ど
、
側
面
的
支
援
し

か
で
き
な
い
。

議員

今 西 利 行

住
民
合
意
は
得
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は

住
民
合
意
は
得
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は

【
答
】見
解
の
相
違
で
あ
る

文化遺産であるくつわ池
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一
般
質
問

一
般
質
問

【
質　

問
】

調
査
に
よ
る
と
日
本
の
社

会
人
は
、
１
日
平
均
６
分
し

か
勉
強
し
て
い
な
い
。ま
た
、

25
歳
以
上
の
社
会
人
が
高
等

教
育
機
関
に
入
学
す
る
割
合

は
、
先
進
国
中
、
日
本
は
最

下
位
と
い
う
現
実
が
あ
る
。

こ
れ
は
本
町
で
も
、
大
き
な

問
題
で
あ
る
。

子
ど
も
の
勉
強
も
大
事
だ

が
、
よ
り
地
域
産
業
の
発
展

や
住
民
の
年
収
向
上
な
ど
に

必
要
な
大
人
の
勉
強
に
力
を

入
れ
る
べ
き
で
は
。

【
答
弁
（
教
育
次
長
）】

成
人
教
育
に
つ
い
て
は
、

人
生
百
年
時
代
を
見
据
え
、

就
職
や
起
業
の
た
め
の
学
び

な
ど
の
機
会
を
創
出
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

Education at a glance （2016）

25 歳以上の短期高等教育機関への
入学者の割合

議員

森 山 高 広

め
、
十
分
に
取
り
組
め
て
い

な
い
。

【
質　

問
】

Ｉ
Ｔ
大
国
の
バ
ル
ト
三
国

の
よ
う
に
、
発
展
し
て
い
る

地
域
は
、
Ｉ
Ｔ
と
外
国
語
教

育
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
大
人
向
け
に

（
子
供
に
も
）
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
言
語
と
外
国
語
の
自
習

サ
ポ
ー
ト
を
導
入
し
て
み
て

は
。例

え
ば
、
Ｉ
Ｔ
大
国
の
ロ

シ
ア
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
言
語
の
自
習
者
も
多
い

が
、
そ
れ
は
職
場
や
友
達
に

聞
け
る
環
境
が
あ
る
か
ら
可

能
な
の
で
あ
る
。

本
町
は
そ
の
よ
う
な
環
境

で
は
な
い
の
で
、
代
わ
り
に

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
数
名
に
来
て

い
た
だ
き
、
パ
イ
ソ
ン
と
Ｃ

言
語
の
質
問
で
き
る
環
境
を

提
供
し
て
は
。

外
国
語
は
、
英
語
と
中
国

語
で
、
同
様
な
環
境
を
提
供

し
て
は
。

【
答
弁
（
教
育
次
長
）】

提
案
の
自
習
サ
ポ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、
専
門
性
が
高
い

内
容
と
捉
え
て
お
り
、
民
間

の
講
座
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
も
学
習
の
機
会
は
多
く

あ
り
、
個
人
学
習
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

【
質　

問
】

現
状
の
ま
ま
で
は
、
大
人

の
勉
強
が
広
が
る
と
は
思
え

な
い
。
特
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
重
要
性
が
十
分
理
解
さ

大
人
の
自
習
サ
ポ
ー
ト
の
導
入
は

大
人
の
自
習
サ
ポ
ー
ト
の
導
入
は

【
答
】体
験
を
踏
ま
え
必
要
性
を
検
討
し
た
い

【
質　

問
】

入
管
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
新
た
な
在
留
資
格
が
導
入

さ
れ
た
。
特
定
２
号
に
お
い

て
は
家
族
の
帯
同
が
許
可
さ

れ
、
そ
れ
に
伴
い
町
内
に
在

籍
す
る
外
国
籍
の
児
童
生
徒

の
数
が
増
え
て
く
る
と
思
わ

【
質　

問
】

新
学
習
指
導
要
領
で
は
防

災
・
安
全
教
育
の
内
容
が
拡

充
さ
れ
て
い
る
。
災
害
に
つ

い
て
、
主
体
的
に
学
び
考
え

る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

れ
る
が
、
そ
の
教
育
支
援
対

応
は
。

【
答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）】

個
別
の
対
応
と
し
て
学
習

支
援
教
員
に
よ
る
学
習
補
助

を
行
っ
て
い
る
。
令
和
８
年

度
ま
で
に
計
画
的
に
日
本
語

指
導
教
員
を
定
数
配
置
し
、増加が予想される外国人労働者

多くの方が犠牲となった南山城水害記念碑

児
童
生
徒
の
状
況
に
よ
り
対

応
し
て
い
き
た
い
。

【
質　

問
】

就
学
相
談
と
適
応
支
援
、

高
校
進
学
、
い
じ
め
、
不
登

校
に
つ
い
て
な
ど
、
様
々
な

問
題
へ
の
対
応
が
必
要
と
な

り
、
日
本
語
能
力
に
応
じ
た

き
め
細
や
か
な
支
援
や
心
の

ケ
ア
が
重
要
に
な
る
の
で
は
。

【
答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）】

就
学
状
況
を
管
理
・
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
、
就
学
相

談
体
制
を
構
築
し
対
応
し
て

い
る
。
心
の
ケ
ア
を
は
じ
め

と
す
る
適
応
支
援
に
つ
い
て

は
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
相
談
や
三
者
面
談
等

を
行
う
こ
と
に
よ
り
対
応
を

図
っ
て
い
る
。

【
答
】地
域
と
の
協
働
で
学
校
づ
く
り
を
図
る

防
災
・
安
全
教
育
の
展
開
は

グ
的
指
導
や
、
地
域
に
お
け

る
人
々
の
防
災
の
取
り
組
み

に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
指

導
は
。

【
答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）】

改
訂
さ
れ
た
新
学
習
指
導

議員

宇 佐 美 ま り

要
領
に
基
づ
き
、
危
険
に
際

し
て
の
自
ら
の
命
を
守
り
抜

く
力
、
自
ら
進
ん
で
安
心
安

全
な
社
会
づ
く
り
に
参
加
し
、

貢
献
で
き
る
力
を
身
に
付
け

る
観
点
で
「
防
災
・
安
全
教

育
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
質　

問
】

地
域
の
自
然
災
害
の
歴
史

や
予
防
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
地
域
人
材
な
ど
の
活
用

･

参
画
や
学
校
行
事
等
へ
の

参
加
を
促
す
面
か
ら
も
、
被

災
さ
れ
た
方
を
招
い
た
授
業

の
必
要
性
に
つ
い
て
は
。

【
答
弁
（
教
育
長
）】

学
校
経
営
の
重
点
と
し
て

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
地

域
の
一
員
と
し
て
意
識
を
醸

成
す
る
取
り
組
み
を
す
す
め

る
と
と
も
に
、
地
域
人
材
な

ど
の
活
用
・
参
画
や
学
校
行

事
へ
の
参
加
も
促
し
、
学
校
・

地
域
と
の
協
働
で
き
る
学
校

づ
く
り
を
図
る
」
と
掲
げ
て

い
る
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
お

力
を
い
た
だ
き
学
び
を
深
め

る
こ
と
は
大
変
有
意
義
な
指

導
で
あ
る
。

外
国
人
児
童
生
徒
に
支
援
を

外
国
人
児
童
生
徒
に
支
援
を

【
答
】計
画
的
に
日
本
語
指
導
教
員
を
配
置

れ
て
い
な
い
。

大
人
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

や
外
国
語
の
勉
強
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
教
育
長
の
意
見

は
。
教
育
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
事

を
知
る
た
め
や
大
人
の
勉
強

の
重
要
性
を
住
民
に
示
す
た

め
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

の
入
門
を
勉
強
し
て
み
て
は
。

【
答
弁
（
教
育
長
）】

現
在
の
社
会
に
お
い
て
、

そ
の
重
要
性
は
十
分
認
識
し

て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

言
語
の
体
験
な
ど
を
踏
ま

え
、
民
間
に
よ
る
講
座
に
頼

る
部
分
と
、
社
会
教
育
と
し

て
の
必
要
性
や
運
営
方
法
な

ど
を
検
討
し
た
い
。

アメリカのコンピューターサイエンスのコースで使用される各種テキストブック



第110号（10）宇治田原町議会だより 第110号 宇治田原町議会だより（11）2022（令和４）年２月 2022（令和４）年２月

一
般
質
問

一
般
質
問

【
質　

問
】

主
要
施
策
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
に

お
い
て
、
第
５
次
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画
の
４
つ
の
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
に
沿
っ
て
、

施
政
方
針
と
し
て
説
明
が

あ
っ
た
。

 「
健
や
か
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
」
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
健
康
寿
命

の
延
伸
を
図
る
事
業
の
進
捗

状
況
は
。

【
答
弁
（
町
長
）】

健
康
寿
命
の
延
伸
は
、
住

民
福
祉
の
究
極
の
目
標
と
も

い
え
る
。

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ

て
、
日
々
の
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
本
年
度

に
お
い
て
も
種
々
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い

て
は
、
健
康
増
進
計
画
に
基

づ
き
、
新
た
に
歩
く
、
筋
力

ア
ッ
プ
を
狙
い
と
し
た
「
う

じ
た
わ
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
応

援
事
業
」
に
、
よ
り
多
く
の

方
々
が
参
加
で
き
る
よ
う
実

【
質　

問
】

健
や
か
に
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
と
し
て
「
土
砂
災

害
か
ら
住
民
の
生
命
を
守
る

た
め
に
は
、
森
林
の
適
正
な

管
理
が
不
可
欠
で
あ
り
、
引

き
続
き
林
道
の
改
良
事
業

高齢者の筋力アップを（トレーニングセンター）

のり面改良工事が行われている林道大峰線

【
答
】シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く

森
林
の
適
正
管
理
の
取
り
組
み
は

施
し
て
い
る
。

高
齢
者
向
け
事
業
と
し
て

は
、
元
気
は
つ
ら
つ
若
返
り

塾
を
は
じ
め
、
高
齢
者
の
筋

力
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
で
、
筋

力
ア
ッ
プ
を
す
る
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

と
、
法
令
の
要
請
に
基
づ
く

森
林
経
営
管
理
に
関
す
る
各

種
基
準
の
取
り
ま
と
め
に
着

手
す
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の

取
り
組
み
は
。

【
答
弁
（
町
長
）】

今
年
度
に
つ
い
て
は
高
尾

議員

浅 田 晃 弘

健
康
寿
命
の
取
り
組
み
は

健
康
寿
命
の
取
り
組
み
は

【
答
】事
業
展
開
を
図
っ
て
い
る

【
答
】子
供
の
変
化
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
対
応

い
じ
め
を
な
く
す
対
策
を

【
質　

問
】

　

岩
山
小
釜
地
域
の
山
林
伐

採
は
、
当
初
、
太
陽
光
発
電

設
備
設
置
の
調
査
等
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
伐
採
材
木
の

搬
出
の
た
め
に
残
土
の
搬
入

が
行
わ
れ
、
昨
年
の
12
月
に

目
的
が
資
材
置
き
場
に
変
更

さ
れ
た
。
伐
採
が
完
了
し
、

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
か
、

地
域
住
民
が
不
安
に
思
わ
れ

て
い
る
。
現
在
の
状
況
は
。

【
答
弁
（
産
業
観
光
課
長
）】

伐
採
は
完
了
し
、
現
状
は

雨
水
等
の
近
隣
農
地
等
へ
の

影
響
を
低
減
さ
せ
る
た
め
、

防
災
対
策
の
指
導
を
行
い
、

大
型
土ど

嚢の
う

や
沈
砂
池
の
設
置

が
完
了
し
た
。
そ
の
後
開
発

に
係
る
具
体
的
な
計
画
な
ど

は
聞
い
て
い
な
い
。

議員

山 本 　 精

【
質　

問
】

２
０
２
０
年
度
の
国
立
、

公
立
、
私
立
の
小
・
中
・
高
・

特
別
支
援
学
校
に
お
け
る
い

じ
め
の
認
知
件
数
は
、
約
51

万
７
千
件
、
小
・
中
・
高
等

学
校
に
お
け
る
暴
力
行
為
の

発
生
件
数
が
約
６
万
６
千

件
、
小
・
中
学
校
の
不
登
校

児
童
生
徒
数
が
約
19
万
６
千

人
な
ど
の
結
果
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

ま
た
、
い
じ
め
に
よ
る
自

殺
と
思
わ
れ
る
児
童
生
徒
の

自
殺
者
が
４
１
５
人
に
の

ぼ
っ
て
い
る
。
こ
の
11
月
24

日
に
は
愛
知
県
で
中
学
生
の

包
丁
に
よ
る
殺
人
事
件
が
起

こ
り
、
最
近
の
報
道
に
よ
る

と
、
加
害
者
の
中
学
生
は
、

２
年
生
の
時
に
被
害
者
の
中

学
生
に
「
い
じ
め
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
」
と
答
え
て
お

り
、
そ
の
時
点
で
は
重
大
な

事
態
と
は
思
え
な
か
っ
た
こ

と
が
、
今
回
大
き
な
事
件
に

な
っ
て
い
る
。

本
町
の
小
・
中
学
校
の
い

土嚢等が設置された岩山小釜の山林伐採地

いじめを見逃さない
https://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00155.html

じ
め
調
査
集
計
結
果
の
分
析

は
。

【
答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）】

小
・
中
学
校
で
い
じ
め
が

あ
る
と
訴
え
た
件
数
は
、
各

18
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容

で
は
、「
冷
や
か
し
や
か
ら

か
い
、
嫌
な
こ
と
を
言
わ
れ

る
。」
が
最
も
多
い
が
、
不

登
校
に
な
る
な
ど
の
重
大
事

態
は
お
こ
っ
て
い
な
い
。
初

期
の
段
階
で
教
職
員
が
組
織

的
に
し
っ
か
り
と
対
応
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い

る
。

【
質　

問
】

さ
さ
い
な
こ
と
を
見
逃
さ

な
い
体
制
の
確
立
が
重
要
で

は
。

【
答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）】

本
町
で
は
教
職
員
が
日
頃

か
ら
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の

変
化
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
対

応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
小
・
中
学
校
に
、
児
童

生
徒
や
保
護
者
が
相
談
で
き

る
よ
う
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
配
置
も
行
っ
て
い

る
。

山
林
伐
採
後
の
計
画
は

山
林
伐
採
後
の
計
画
は

【
答
】具
体
的
な
計
画
は
聞
い
て
い
な
い

か
ら
猿
丸
神
社
を
結
ぶ
、
林

道
大
峰
線
の
法
面
改
良
工
事

に
着
手
し
、
順
次
必
要
な
林

道
改
良
を
進
め
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
林
業
活
動
が
行
え

る
環
境
を
整
備
し
て
い
く
。

森
林
管
理
の
法
令
に
基
づ

く
森
林
経
営
管
理
に
関
す

る
各
種
基
準
の
取
り
ま
と
め

に
つ
い
て
は
、
経
営
や
管
理

が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
な
い

森
林
に
つ
い
て
、
適
切
な
経

営
や
管
理
の
確
保
を
図
る
た

め
、
森
林
環
境
税
等
を
活
用

す
る
中
で
、
市
町
村
が
委
託

を
受
け
林
業
経
営
を
行
う
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

【
質　

問
】

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

に
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
消

防
団
員
の
処
遇
改
善
は
。

【
答
弁
（
総
務
担
当
理
事
）】

国
の
検
討
結
果
を
踏
ま

え
、
報
酬
等
に
つ
い
て
、
綴

喜
２
市
２
町
で
歩
調
を
あ
わ

せ
た
対
応
と
す
る
。
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一
般
質
問

温室効果ガス排出ゼロをめざして（緑苑坂太陽光発電）

自殺に追い込まれることのない社会をめざす

【
質　

問
】

環
境
・
循
環
型
社
会
・
生

物
多
様
性
の
各
白
書
が
閣
議

決
定
さ
れ
た
。
廃
棄
さ
れ
た

製
品
な
ど
を
廃
棄
物
で
は
な

く
新
た
な
資
源
と
認
識
し
、

持
続
可
能
な
状
態
で
循
環
さ

せ
る
経
済
の
仕
組
み
で
あ

る
。
本
町
の
取
り
組
み
は
。

【
質　

問
】　　

誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ

る
こ
と
の
な
い
社
会
を
め
ざ

【
答
弁
（
建
設
環
境
課
長
）】

２
０
５
０
年
に
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ
の

表
明
後
初
の
白
書
で
、
循
環

経
済
へ
の
移
行
を
め
ざ
す
こ

と
が
世
界
の
潮
流
で
あ
る
。

城
南
衛
生
管
理
組
合
は
、
サ

ン
ト
リ
ー
グ
ル
ー
プ
と
「
ボ

ト
ル
to
ボ
ト
ル
事
業
」で「
持

し
、
２
０
１
９
年
３
月
に
自

殺
対
策
計
画
が
策
定
さ
れ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

【
答
】命
の
門
番
を
増
や
す

自
殺
防
止
対
策
は

議員

原 田 周 一

循
環
型
経
済
へ
の
取
り
組
み
は

循
環
型
経
済
へ
の
取
り
組
み
は

【
答
】資
源
循
環
と
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
た
。

循
環
経
済
へ
の
移
行
、
ご
み

の
減
量
化
が
一
層
進
む
と
考

え
る
。
組
合
や
構
成
市
町
と

と
も
に
、
資
源
循
環
の
取
り

組
み
と
ご
み
の
減
量
化
を

図
っ
て
い
く
。

【
質　

問
】

白
書
の
テ
ー
マ
は
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
向
け
た
経
済
社
会
の
リ

デ
ザ
イ
ン
「
再
設
計
」
で

あ
る
。「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
へ
の
宣
言
は
。

【
答
弁
（
建
設
環
境
課
長
）】

知
事
が
２
０
５
０
年
迄
に

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
実

質
ゼ
ロ
を
め
ざ
す
こ
と
を
宣

言
し
、「
第
２
期
環
境
保
全

計
画
」
の
見
直
し
で
、
２
０

１
３
年
比
26
％
の
削
減
を
め

ざ
す
方
向
に
改
め
た
。
令
和

５
年
度
の
改
定
に
向
け
、
議

論
を
進
め
た
い
。

経
済
的
苦
境
、
孤
独
に
陥
っ

た
り
す
る
人
が
増
え
て
い
る

と
懸
念
し
て
い
る
が
。

【
答
弁
（
健
康
福
祉
担
当
理
事
）】

策
定
し
た
計
画
に
基
づ
き
、

医
療
・
福
祉
な
ど
横
断
的
な

分
野
に
お
い
て
自
殺
対
策
の

事
前
、
危
機
、
事
後
と
３
段

階
に
わ
た
る
対
策
を
講
じ
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
精
神
疾

患
の
あ
る
方
で
、
自
殺
を
企

図
す
る
よ
う
な
方
に
は
、
直

接
面
談
、
必
要
に
応
じ
て
府

と
も
連
携
し
た
対
人
支
援
を

実
施
す
る
。

【
質　

問
】　　

自
殺
を
企
図
さ
れ
る
方
に

は
、
健
康
問
題
や
収
入
の
減

少
な
ど
の
問
題
が
背
景
に
あ

る
。
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
整
備

と
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
講
習
・

養
成
が
必
要
で
は
。

【
答
弁
（
健
康
福
祉
担
当
理
事
）】

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成

講
座
は
未
実
施
で
あ
る
。
命

の
門
番
と
も
表
現
さ
れ
、
数

が
多
い
ほ
ど
見
守
る
目
が
増

す
こ
と
に
な
る
。
町
職
員
・

ケ
ア
マ
ネ
・
民
生
委
員
等
を

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
、

改
め
て
位
置
づ
け
、
養
成
事

業
を
進
め
る
。

Ｑ．成人式を迎えての感想は 

Ａ．改めて社会の一員になることを痛感し、今
一度気を引き締め様々なことに責任をもっ
て挑戦しようという気持ちになりました。
久しぶりに地元の友達と再び会えた喜びも
あります。

Ｑ．夢または将来挑戦したいことは

Ａ．ＡＩに携わるような仕事に就きたいと考え
ており、今プログラミングや、システム設
計について学んでいます。グローバル化が
進む中、英語にも力を入れています。

　　さらに色々な力や技術を身に付けて、様々
なことにチャレンジしていきたいです。

Ｑ．ウィズコロナ時代の向き合い方は

Ａ．感染予防対策はしっかりと行いながら、一
人ひとりが自分自身コロナ禍の行動を顧
み、変えていくことによって日常生活とい
うものがはじめて返ってくるのではないか
と考えています。

Ｑ．宇治田原町に望むことは

Ａ．自然豊かな町の風景はそのままに、もっと
子育て世帯の住みやすい環境の充実などが
大切だと感じます。さらに、車が無いと住
むことが難しいような環境の改善も大切だ
と思います。

Ｑ．趣味は

Ａ．バレーボールです。サークルに所属してい
て、仲間とともに楽しくバレーボールで汗
を流しています。

　　また、高校時代にはサッカー部に所属して
おり、その影響でフットサルもたまにした
りしています。

　成人式を迎えられました皆さんを代表して、成

人のつどい実行委員長の山本遥斗さんにインタ

ビューしました。

山
や ま

本
も と

遥
は る

斗
と

さん



編
集
後
記

1
1
0
号
を
お
読
み
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

今
号
の
表
紙
は
、
出
初

式
の
写
真
撮
影
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に

よ
り
色
々
と
制
限
が
あ
る

た
め
、
絵
に
な
る
写
真
を

撮
る
の
は
予
想
以
上
に
困

難
で
し
た
が
、
み
ん
な
で

頑
張
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で

は
運
動
不
足
や
筋
力
低
下
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
本
町
で
行
わ
れ
て
い

る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
体
験
会
に
参
加
し
て
み

ま
し
た
。
普
通
に
歩
く
よ
り

も
体
全
体
を
使
い
、
か
な
り

良
い
運
動
に
な
り
ま
す
。
皆

さ
ま
も
ト
ラ
イ
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
読
み
や
す

さ
と
分
か
り
や
す
さ
を

モ
ッ
ト
ー
に
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

広
報
編
集
委
員　

森
山

次回議会の予定

詳しい予定はHPにて
お知らせします。

３月３日木開会日
〈３月定例会〉

発
行
●
宇
治
田
原
町
議
会

編
集
●
議
会
広
報
編
集
委
員
会

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
gikai@town.ujitawara.lg.jp

コロナの収束を願って（岩山地区のとんど）

はぐ♡くむセンター利用の子供たちにＸマス

いざという時に役立つ救命講習会（郷之口区自主防災会）
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